





































































































































指導がされている．数列{    }を考えたとき，
  を限りなく大きくしていくときの一般項
    の値を考えさせて についての極限を

































瞬間の速さでは，   が限りなく 0 に近づ












































































・対象：福島県 S 高等学校 文系クラス
第 2 学年 1 組 8 名 
第 2 学年 2 組 25 名 
・実際の調査授業の日程等
平成 27 年 9 月
14 日(月)：瞬間の速さの授業 
  16 日(水)：微分係数と接線の授業 
  17 日(木)：曲線の概形についての授業 










































































































































ゃあ s5 の思う瞬間を 0.01 としよう。そして
























s2 は「0 です」と答えた。 









黒板に板書された【2 秒から 2+  までの平均
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図 3:教科書の指導 
(啓林館, 2013, p.198) 
の速さ】を見ながら，「 を限りなく 0 に近づ
けます。限りなく 0 に近づけるっていうのを









































③ ②で考えた図形が図 3 の(A)にある直線
AB であることを確認する
④ ，すなわち   を限りなく 0 に近づ
けるということは図 3 の(B)においてどのよ
うな図形的意味を持つのかを考える
⑤ ④で考えた  の図形的意味は，点 A
を点 B に限りなく近づけることを確認する 
⑥ 点 A を点 B に限りなく近づけるとき，
直線 AB はどのように変化するかを考える
















































は「       」と答えた。「この計算をグラ
フにするとどうなるのかっていうのを考え
て行きたいと思います」という教師の発言か
ら，黒板の板書に従って関数    のグラフ
をプリントの裏に書いた。
② 右図のように，関





s3 に 投 げ か け た 。 s3 は


















うか   が 1 から 2」と呟い
て(A)の図のようにグラフ









で， s1 は「2 秒のときの？」と確認し，「普



















































今日は何をやるの？」と再度問われると「    
   




















































①     を定義する。    は面積であり，ま
た， の関数である。 
②           を導く。 
③     を     の不定積分    を用いて表
す。 




学Ⅱの指導書 (p.246)を参考に，「       
    を導く方法 1，2」として，次に示す。 
 「          を
導く方法 1」は，
図 4 において
            
       を導きこれを満たす    の存在を直
観的に認めさせるものである。この方法で 
は，極限の考えを用いる箇所「   のとき
   」において，位置がどこか定まらない
   の値の変化と極限を考えなければならな
い。このことが，理解の困難性につながる
と考えられる。 




「   のとき， 
      ，      」 
において，位置がどこ
か定まらない最小値











形の面積との関係を関数    で考えよ
うとする。 
② (教科書の指示に従って)
下図において関数    のグ
ラフと 軸および直線   で
囲まれた斜線部分の面積は，
 の関数であることを確認し，この関数を
    とする。 
③ (教科書の指示に従って)  
        が成り立つことを示そうとする。 
④ (教科書の指示に従って) 
           
 
を
考え， を 0 に限りなく近づけることにす
る。 
⑤ (教科書の指示に従って) 
    のとき，斜線部分の面
積は           であるこ
とを右図において確認する。 
⑥ (教科書の指示に従って) 横の長さが
 である 2 つの長方形 APQB，APRC の面
積の大小関係を考えようとし， 
                        
図 4:            
      を導く方法 
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という不等式が成り立つことを導く。 
⑦ (教科書の指示に従って)  であ
ることから⑥の不等式の各辺を で割り， 
という不等式を導く。 
⑧ (教科書の指示に従って)  を 0 に限




           









































  および      を
教師の指示に従ってプリ
ントに書いた。関数    のグラフと 軸およ
び直線  で囲まれた面積を    とした。教
師 が の グ ラ フと  軸 お よ び 直線
  で囲まれた図形を指し，「ここの面
積はどう表せるか」と聞きながら，グラフの
横に      と書いた。 
③ (表 4 の③に該当する事項はない)
④ (表 4 の④に該当する事項はない)
⑤ ②の図を指して「この ABQP の面積は，
なんて表現できる？」という問いかけに
「    」と答えた。「多分ここ (    )とここ
(      )で計算しちゃったのかもしれない
けど，ちょっとここでは計算できないので，
そのまま考えると？」という問いかけに，s3
は「      引く    」と答えた。s3 は教師と
のやり取りから，ABQP の面積を求めるには




「           」と書いた。  
⑥-1  図形 ABQP の面積を
           と表した後，
「特殊な考え方をしていき
ます」「あ，ここ(    の 座
標)はなんぼ？」と聞かれたので，点 B と点 Q
の 座標をそれぞれ「  」「      」と答えた。
その後上図をプリントに書き，教師の説明を
受けて，生徒は 2 つの長方形 ABRP と長方形
ACQP の間に図形 ABQP があると理解した。 
⑥-2 「この(ABQP)の面積は出すのが難しい
ので長方形なら縦×横ででるよね」と聞かれ
たので，s4 と s5 は 2 つの長方形 ABRP と長
方 形 ACQP の 面 積 を そ れ ぞ れ 「    」
「       」と答えた。 
⑥-3 板書された図形 ABQP を指し示しなが




た図形 ABQP の面積が 
                        
という不等式で表されると理解し，⑥-1 の図
の下にその不等式を書いた。 
⑦ 板書された不等式の中の    を指して「  
っていう幅があります。  は 0 じゃありませ
ん。なので，全部   で割ります」と指示され
たので，生徒はそのまま⑥-3 の不等式を で
割り， 
   
           
 






分係数？」と聞かれたので，s1 は「   におけ
る微分係数」と答えた。その後，教師は
           
 





   
   
        
   
           
 
    
   
       
を確認した。教師から「    
   




⑧-3 「   を 0 に近づける
と，えー微分係数というもの





「   は幅であり，0 に近づけていくと，面積





⑧-4 ⑧-2 の不等式の左辺を指して，「   を 0
に限りなく近づけると，  は何になりますか
ね」と聞かれたので，s3 は「0」と答えた。










           
 
)は何になる？」と聞かれたので，







⑧-6 ⑧-2 の不等式の右辺を指して，「   を 0
に限りなく近づけると，      は何になりま
すか」という教師の問いかけに，「  」と答え
た。その後，教師の「  に近づいていくよね」
という説明を受けた。このとき，生徒は   を
限りなく 0 に近づけると，      の  に限り
なく近づくことを確認した。 
⑨ 「  より大きくて  より小さい。これは
いわゆる    にだんだんと近づいていくとい
うことです」という教師の説明を受けて，
           
 
の式を見ながら，   を限りなく 0 に
近づけるとき，これは    に限りなく近づくこ
とを確認した。 














への視点の移行が，「教師の「全部   で割り
ます」という指示」(⑦についての記述の下
線部)により進められたことである。ここの
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